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条件について
	項目
	条件の目的
	許可証の条件欄への記述方法

	有効
期限
	許可期間が長期にわたる場合等について、鳥獣保護上又は住民等の安全を確保する上で一部期間を制限する場合に付す。
	・わなによる捕獲は、○月○日から○月○日までとすること。等

	鳥獣の種類
	鳥獣の保護上、特定の条件下での特定の鳥獣の捕獲を制限する必要がある場合に付す。
	・○○（区域）の○○（種名）は捕獲禁止。

	鳥類の数量
	鳥獣の保護上、特定の条件下で数量を制限する必要がある場合に付す。
	・○○（区域）でのオスの捕獲は○頭以内。


	区域
	鳥獣の保護上又は地域住民等の安全を確保する上で、特定の場所での捕獲を制限する必要がある場合に付す。
	・○○（区域）では、○○（種名）は○頭以下。

	方法
	鳥獣の保護上、特定の条件下で特定の猟法を制限する必要がある場合、または、人身事故や錯誤捕獲を防止する必要がある場合に、わなの設置場所や設置方法について付す。
	・○○（鳥獣名）は○○（区域）においては○○（期間）は○○（方法）を使用しないこと。
・くくりわなの設置に当たっては、輪の径が12センチメートル以上のものの使用を禁止。
・わなの設置に当たっては、同時に設置できる数を○個以下に制限。

	捕獲等後又は採取等後の措置
	許可証に記述した措置を行う上で、鳥獣の保護上、特に配慮が必要な場合に付す。
	・放鳥獣する場合は可能な限り捕獲場所に近い場所で行う。
・処分する場合は可能な限り鳥獣に苦痛を与えない方法をとる。

	安全上の確保
	捕獲等の行為を行う上で、地域住民、農林業事業者、レクリエーション利用者等の安全を確保する上で特に配慮が必要な場合に付す。
	・捕獲の実施に当たっては周辺住民等に予め周知するなど安全確保を図ること。

	周辺環境への配慮
	鳥獣の捕獲に伴い、周辺環境の改変を伴うことが想定される場合、環境への影響に特に配慮する必要がある場合に付す。
	・○○（猟具名）設置時における周辺環境の改変を最小限とすること。

	捕獲等技術の確保
	網又はわなによる捕獲で、従事者に狩猟免許を所持していない者が含まれる場合に付す。
	・狩猟免許所有者の監督下で捕獲を行うこと。






